
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 つくば国際大学 
設置者名 学校法人 霞ケ浦学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

専門

基礎

科目 

専門

科目 
合計 

医療保健学部 

理学療法学科 
夜 ・

通信 

 

10 37 47 13  

看護学科 
夜 ・

通信 
2 41 43 13  

保健栄養学科 
夜 ・

通信 
10 13 23 13  

診療放射線学科 
夜 ・

通信 
19 43 62 13  

臨床検査学科 
夜 ・

通信 
9 55 64 13  

医療技術学科 
夜 ・

通信 
8 28 36 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページにて授業科目の一覧表を公開している 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/index.htm 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/syllabus/syllabus.htm 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 つくば国際大学 
設置者名 学校法人 霞ケ浦学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
役員名簿参照 

https://www.ktt.ac.jp/app-form/2025/ktt-director-list2025.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 社福）理事長 
2024.6.5 ～

2026.6.4 
財務担当 

非常勤 弁護士 
2024.6.5 ～

2026.6.4 
総務担当 

（備考） 2 名とも重任している。 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 つくば国際大学 
設置者名 学校法人 霞ケ浦学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

医療保健学部長より各授業の担当科目に授業計画（シラバス）作成を依頼、各担当教

員が作成様式に則り、各授業科目の担当者名、履修年次、必修・選択の区別、単位数、

授業概要、準備学習、授業計画（各授業回の授業項目と到達目標・学習内容）、成績評

価の方法・基準、教科書、参考図書、教員からのメッセージを記載し、各学科のシラ

バス作成担当教員が確認後、前年度の３月に製本する。 

また、授業科目を学科別に大学ホームページに掲載し、当年度に開講する科目のシラ

バスを公開している。 

授業計画書の公表方法 
本学ホームページ 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/syllabus/syllabus.htm 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

医療保健学部履修規程及び試験実施要項に基づき試験を実施し、各科目の

成績評価の基準をもとに成績評価をした上で履修認定をしている。また、

それを元に GPA 管理をしている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

成績評価をもとに GPA を用いて総合的な履修・学修状況を把握している。GPA は、年

度ごとに、成績評価が確定した時点で計算し、算出方法は「履修登録した科目の『GP 

※×単位数』の合計」を「履修登録した科目の総単位数」で除して算出する。 

GPA の算出方法等については学生便覧と大学ホームページに試験および学業成績の項

目に成績の評価と基準、GPA 制度について掲載している。 

 

※「GP」は成績評価に基づく点数で、「S」評価は 4、「A」評価は 3、「B」評価は 2、「C」

評価は 1、「D」評価は 0とする。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生便覧と本学ホームページに成績評価と基準、ＧＰＡ制度に

ついて掲載している。 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/gpa.htm 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業に係る単位の修得については、学生便覧に卒業の要件や医療保健学部履修規程を

掲載している。 

また本学ホームページの学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっての基準の

項目に、卒業に必要な単位数や履修規程を掲載している。 

さらに、ディプロマポリシーを定めて、学生便覧に掲載し、本学ホームページでも公

開している。 

卒業の認定については、教授会において卒業判定を実施し卒業の認定を行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
本学ホームページ 

httts://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/index.htm 
 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 つくば国際大学 
設置者名 学校法人 霞ケ浦学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.ktt.ac.jp/report/kasumigauragakuen-

r6-report.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
https://www.ktt.ac.jp/report/kasumigauragakuen-

r6-report.pdf 

財産目録 
https://www.ktt.ac.jp/report/kasumigauragakuen-

r6-report.pdf 

事業報告書 
https://www.ktt.ac.jp/report/kasumigauragakuen-

r6-report.pdf 

監事による監査報告（書） 
https://www.ktt.ac.jp/report/kasumigauragakuen-

r6-report.pdf 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本学ホームページのトップページにリンクを貼っており、結果を閲覧する

ことができる。 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的（公表方法：                       ） 

（概要） 

≪医療保健学部の目的≫ 

 高い倫理観・幅広い教養・体系的な専門知識・基本的臨床実践能力を備えた，質の高い

保健・医療専門職を育成するとともに，研究を通して保健・医療分野の学術の発展に寄与

する。 

◆理学療法学科の目的 

 人間性豊かで，高度な専門知識と技術を備えた，リハビリテーション分野の医療を担え

る理学療法士を育成する。また，研究を通して理学療法学分野の学術の発展に寄与する。 

◆看護学科の目的 

 豊かな人間性と基本的臨床実践能力，高度な専門知識・技術を備えた，地域社会に貢献

できる看護師・保健師を育成する。また，研究を通して看護学・保健学分野の学術の発展

に寄与する。 

◆保健栄養学科の目的 

 個別的・実践的な栄養管理・栄養教育を行う専門知識と技術を持ち，地域社会において

きめ細かな援助を創出できる栄養士・管理栄養士を育成する。また，研究を通して栄養学・

保健学分野の学術の発展に寄与する。 

◆診療放射線学科の目的 

 高度な専門知識・技術・臨床実践能力に加え、豊かな人間性、コミュニケーション能力、

生涯にわたる自己研鑽力を備えた、診療放射線技師を育成する。また、研究を通して放射

線学分野の学術の発展に寄与する。 

◆臨床検査学科の目的 

 体系化された高度な専門的知識と臨床実践能力を備え、かつ、高い倫理観と人の心の温

かさがわかる人間性豊かな臨床検査技師を育成する。 

◆医療技術学科の目的 

 高い倫理観をもち、患者主体の医療技術とコミュニケーション能力をチーム医療の中で

発揮すると共に、新たな治療技術に対応できる能力と創造性開発能力を備えた臨床工学技

士を育成する。また、研究を通して臨床工学分野の学術の発展に寄与する。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/diploma-policy） 

（概要） 

≪医療保健学部≫ 

医療保健学部は、高い倫理観、幅広い教養、体系的な専門知識、基本的実践能力、及び職

能としてのコミュニケーション能力を備えた、社会に貢献できる保健・医療の専門職を育

成することを教育の目的とする。卒業認定は、上記の学部の教育目的及び下記の各学科の

教育目的に基づく教授会の議を経て、学長が行う。卒業の要件は、学科ごとに定められて

いる所定の単位を修得していることである。各学科の教育目的と卒業に当たって授与され

る学位の名称は以下のとおりである。学位に付記する専門分野の名称は、国際的通用性に

配慮して定められている。 

＜理学療法学科＞ 

1.多様な文化的背景や価値観を理解し、他者に共感できる豊かな感受性を持ち、チーム医

療の中で主体的な役割を担うことができる。 

2.高い使命感と倫理観を身につけ、状況に応じた人間関係を築くためのコミュニケーショ

ン能力を発揮することができる。 

3.さまざまな学問に興味を持ち、幅広い教養を身につけ、医療人として社会に貢献するこ



  

とができる。 

4.新たな課題に対して、既存技術を応用する創造性と柔軟性を身につけ、進歩する技術を

受け入れ発展させることができる。 

5.自ら解決すべき課題を見つけ、それに取り組むことができ、理学療法士として活躍する

ことができる。 

学位：Bachelor of Science in Physical Therapy（理学療法学） 

 

＜看護学科＞ 

1.人への深い関心を持ち、その尊厳と権利の擁護に向け、倫理観に基づき、看護職者とし

て責任ある行動をとることができる。 

2.多様な文化的背景や価値観を理解し、看護の対象者に共感できる感性をもち、状況に相

応した人間関係を築くためのコミュニケーションを図ることができる。 

3.看護専門職として必要な知識•技術を修得し、科学的根拠に基づき、安全で質の高い看護

を主体的に実践できる。 

4.保健・医療・福祉の分野における看護専門職の役割と機能を認識し、チームの一員とし

て多職種と連携・協働できる。 

5.人々の暮らしを取り巻く環境や社会の動向に関して情報を組織化し、地域社会、国際社

会から求められる役割や責任を見出し、社会に貢献できる。 

6.常に問題意識を持ち、課題解決能力の向上に努め、生涯にわたって研鑽し続ける姿勢を

持つことができる。 

学位：Bachelor of Science in Nursing（看護学） 

 

＜保健栄養学科＞ 

1.様々な国の食文化を理解し、「食」に関する基礎的な知識と技術を習得することで、社

会におけるこれらを国際的・学際的な視点から実践・応用する能力を身に付けることがで

きる。 

2.栄養士、管理栄養士として専門的知識を基盤に、高度化する社会において「食と栄養」

という側面からチームの一員として、様々な健康問題に取り組み、医学・栄養学の発展に

貢献するための能力を身に付けることができる。 

3.豊かな教養と人間性、高い倫理観とコミュニケーション能力を持ち、他の医療系専門職

と連携し、国内外において「食と栄養」のプロフェッショナルとして人々の健康増進を先

導するための能力を身に付けることができる。 

学位：Bachelor of Science in Nutrition（栄養学） 

 

＜診療放射線学科＞ 

1.人体に関する正確な医学知識と理工学などの専門知識や技術、応用能力を身につけ、診

療放射線技師として活躍することができる。 

2.豊かな人間性、適切なコミュニケーション力を有し、医療現場において他の医療職種と

協調しながら業務を行い、チーム医療に貢献できる。 

3.情報画像技術を用いて最新の診療画像情報を国際的基準で分析し、効果的かつ正しく活

用することができる。 

4.自ら問題・課題を見つけ、医学、理工学、社会科学などの学際的な視点から物事を思考

し、問題を解決することができる。 

5.放射線を取扱う者として医療被ばくに関与する社会的責任を自覚し、医療人としての正

しい価値観や倫理観を身につけ、社会に貢献することができる。 

6.診療放射線技術の専門職として将来のキャリアプランを構築し、生涯にわたり学び続け

ることができる。 

学位：Bachelor of Science in Radiological Technology（診療放射線学） 

 

＜臨床検査学科＞ 

1.基礎知識・専門知識および社会人としての教養を身につけ、医療専門職として活躍する



  

ことができる。 

2.高い使命感と倫理観を身につけ、医療人として社会に貢献することができる。 

3.実践能力を身につけ、専門分野の基本的技術を提供することができる。 

4.知識と技術を統合して問題を解決することができる。 

5.コミュニケーション能力を身につけ、チーム医療を実践することができる。 

6.既存技術を応用する創造性と柔軟性を身につけ、進歩する技術を受け入れ発展させるこ

とができる。 

学位：Bachelor of Science in Medical Technology（臨床検査学） 

 

＜医療技術学科＞ 

1.社会生活に必要な幅広い教養とコミュニケーション能力を身に付け、患者中心のチーム

医療の中で高い倫理観をもって責任ある行動をとることができる。 

2.臨床工学技士に必要な基礎医学と臨床医学に関する基礎的知識を実践的な医療の環境下

で活用することができる。 

3.生命維持管理装置を中心とした各種医療機器の安全性と信頼性を確保しながら、その専

門的知識を活用し、機器操作に関する実践的運用能力を発揮することができる。 

4.将来の専門技術者に必要な客観的データに基づく定量的な議論ができ、かつ主体的な問

題解決能力が備わっていると共に創造性開発ができる。 

学位：Bachelor of Science in Medical Care Technology（医療技術学） 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/curriculum-policy） 

（概要） 

≪医療保健学部≫ 

 

 医療保健学部及び各学科の教育目的を達成するために、学科ごとに体系化された教育課

程を編成する。この教育課程による教育を、以下に記述しているように、適切な教育方法

を用いて実施するとともに、学生の成績評価を適正に実施する。 

教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目から構成し、体系的に編成する。 

基礎科目による教養科目により、専門分野の枠を超えて共通に求められている知識・思考

方法等の知的な技法を修得させるとともに、人間としての在り方・生き方に関する洞察力

や現実を正しく理解する力を涵養する。 

各学科の専門基礎科目・専門科目による教育により、理学療法士、看護師・保健師、管理

栄養士・栄養士、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士に必要な専門的知識と基

本的臨床実践能力を修得させる。専門基礎科目・専門科目は、文部科学省・厚生労働省の

指定規則に準拠して開設する。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門的知識・技術を修得できるように、また、一年

間の単位数が多くなりすぎないように、1 年次から 4 年次まで適切に配置する。時間割は

前期・後期のセメスター制を採用して組む。 

教育は、講義、演習、学内実習、学外実習（臨床実習・臨地実習）を適切に組み合わせて

行う。また、少人数教育・双方向型学習をできるだけ多く取り入れる。 

教育の質の維持・向上のために次の方針を定める。すなわち、2年次後期までに履修すべき

必修科目の単位を全て取得していることを、2 年次から 3 年次への進級の要件とする。ま

た、原則として当該実習開始までに履修すべき必修科目の単位を全て取得していることを、

臨地実習・臨床実習を履修できる要件とする。さらに、4年次に統合科目を必修科目として

開設し、専門的知識を統合し応用する能力の育成を図る。 

評価は授業内容・授業形態に対応した評価方法を用いて適正に行う。理学療法学科では臨

床技能の評価に、客観的臨床能力試験 (OSCE, Objective Structured Clinical 

Examination)を導入する。 

単位制度の実質化、教育方法、成績評価、シラバスについては今後一層の改善を図る。 

 

＜理学療法学科＞ 



  

教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目から構成し、体系的に編成する。 

基礎科目による教養科目により、専門分野の枠を超えて共通に求められている知識・思考

方法等の知的な技法を修得させるとともに、人間としての在り方・生き方に関する洞察力

や現実を正しく理解する力を涵養する。 

専門基礎科目・専門科目による教育により、理学療法士に必要な専門的知識と基本的臨床

実践能力を修得させる。専門基礎科目・専門科目は、文部科学省・厚生労働省の指定規則

に準拠して開設する。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門的知識・技術を修得できるように、1年次は医療

人としての教養と医学の基礎、2年次は疾病と障害の理解、3 年次は理学療法介入、4年次

は、学内教育で修得した知識・技術を臨床現場で統合し、職業人への移行教育を主目標に

配置する。また、1 年間の履修単位数が多くなりすぎないように、履修科目を 1年次から 4

年次まで適切に配置する。 

教育は、講義、演習、学内実習、学外実習（臨床実習）を適切に組み合わせて実施する。

また、少人数教育・双方向型学習をできるだけ多く取り入れることや、オンライン授業を

効果的に組み合わせて実施する。 

教育の質の維持・向上のために次の方針を定める。すなわち、2年次後期までに履修すべき

必修科目の単位を全て取得していることを、3 年次への進級の要件とする。また、原則とし

て当該実習開始までに必修科目の単位を全て取得していることを、臨床実習・臨地実習を

履修できる要件とする。さらに、4年次に総合科目を必修科目として開設し、専門的知識を

統合し応用する能力の育成を図る。 

評価は授業内容・授業形態に対応した評価方法を用いて適正に行う。また、臨床技能の評

価に、客観的臨床能力試験を導入する。 

 

＜看護学科＞ 

人間に対する深い関心と理解を深め、学生のキャリア形成を支援し、現代を生き抜く知見

を身につけ、生涯学習の基盤となる幅広い教養と科学的思考力を育成するために基礎科目

を編成する 

看護学の観点から、人体を系統立てて理解し、根拠に基づく看護実践を可能にする基盤を

形成するために必要な、人体の構造と機能、病態・治療、保健医療福祉制度と生活につい

て修得するために専門基礎分野を編成する。 

看護の専門性を探求し発展させるため、看護実践に関わる基礎的能力、専門職業人として

のコミュニケーション能力、多職種連携能力、情報の組織化、自己研鑽能力を培い、必要

な看護学の基盤、領域別看護実践、地域における看護実践をとおして、自律して活動する

専門職業人としての学びを統合する専門科目を編成する。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門的知識・技術を修得できるように、1年次は看護

の概念、健康障害、健康段階について理解し、2年次は、対象者に全人的にアセスメントす

る能力、社会に貢献する態度を身につけ、3 年次は、看護を提供する多様な場において、対

象者の特性を理解した看護実践および臨床判断能力を身につけ、4 年次は、看護専門職と

しての自己のあり方を省察し、多職種と連携協働できる能力を涵養する。 

地域で暮らす人々への健康を支える看護を実践する能力を養うため看護学実習を重視し、

看護実践への関心を早期から高め、多様な施設や場における学習を展開し、多職種連携能

力、臨床判断能力、ICT 活用能力を強化する。 

教育は、講義、演習、臨地実習を適切に組み合わせて、学生の能動的な参加を取り入れた

アクティブ・ラーニングを中核に据えて、学生の理解度に合わせた双方向授業を取り入れ、

効果的な学修になるよう準備教育やリフレクションにより、学生の主体的、創造的な学習

を促進する。 

学習成果の評価は、シラバスに明示された学修目標とコンピテンスに基づく小テスト、定

期テスト、レポート、実習評価等を含め、総合的に評価する。学生の学習状況や授業評価

を活用して教育方法の改善につなげていく。 

 

＜保健栄養学科＞ 



  

教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目から構成し、体系的に編成する。 

基礎科目による教養科目により、専門分野の枠を超えて共通に求められている知識・思考

方法等の知的な技法を修得させるとともに、人間としての在り方・生き方に関する洞察力

や現実を正しく理解する力を涵養する。る。 

本学科の専門基礎科目・専門科目による教育により、管理栄養士・栄養士に必要な専門的

知識と基本的臨床実践能力を修得させる。専門基礎科目・専門科目は、文部科学省・厚生

労働省の指定規則に準拠して開設する。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門的知識・技術を修得できるように、また、一年

間の単位数が多くなりすぎないように、1 年次から 4 年次まで適切に配置する。時間割は

前期・後期のセメスター制を採用して編成する。 

教育は、講義、演習、学内実習、学外実習（臨床実習・臨地実習）を適切に組み合わせて

実施する。また、少人数教育・双方向型学習をできるだけ多く取り入れる。 

4 年次に統合科目を必修科目として開設し、専門的知識を統合し応用する能力の育成を図

る。 

評価は授業内容・授業形態に対応した評価方法を用いて適正に実施する。 

 

＜診療放射線学科＞ 

教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目にて構成される体系的なカリキュラムを

編成する。 

基礎科目では、医療人としての豊かな人間性の育成、科学的思考の基礎の形成のため、一

般教養科目、理数系科目、情報処理、生命倫理などを学修する。 

専門基礎科目では、医学的知識、理工学的思考・技術を修得するため、人体の構造と機能

および疾病の成り立ち、理工学的基礎、放射線科学・技術の科目を学修する。 

専門科目では、1 年次から早期導入のため医療保健学セミナー、診療画像技術序論を学修

する。2 年次以降、診療放射線技師としての専門知識・技能の修得のため診療画像技術学、

核医学検査技術学、放射線治療技術学、医療画像情報技術学などを学修する。また、放射

線を取扱う者として社会的責任の自覚を養うために放射線安全管理学、医療安全管理学を

学修する。 

学外の病院での臨床実習を配置し、チーム医療の実践を通してコミュニケーション力、高

い倫理観、問題解決能力を育成する。さらに、総合演習、診療放射線学セミナー、卒業研

究を配置し、新しい知識や技術を習得する研究心を育成するとともに、医療の進歩に対応

して生涯にわたり自己の成長を追求できる診療放射線技師を目指す。 

教育の工夫として、初年次にはポートフォリオを活用し、学修の目標設定や個別面談を通

して自主学修ができる力を育成する。講義・演習については各学年 2 クラス編成、実習で

は小グループに分け、双方向授業を取り入れた少人数教育を実践する。 

学修成果の評価としては、シラバスに評価方法を明確に提示し、専門的な知識・技術に対

する到達目標の達成度に基づいて厳格に実施する。臨床実習の学修成果は、学内での臨床

実習審査（客観的臨床能力試験）、実習先の指導者の評価や課題に対する成果物から、将

来の診療放射線技師としての適格性を総合的に評価する。 

 

＜臨床検査学科＞ 

教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目から構成し、体系的に編成する。 

基礎科目の教育では、専門分野の枠を超えて共通に求められている知識・思考方法等の知

的な技法を修得させるとともに、人間としての在り方・生き方に関する洞察力や現実を正

しく理解する力を涵養する。 

専門基礎科目・専門科目の教育は、文部科学省、厚生労働省の指定規則に準拠して解説し、

臨床検査技師に必要な専門的知識と実践能力および倫理観を修得させる。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門知識・技術を修得できるように、また、一年間

の単位数が多くなりすぎないように、1 年次から 4 年次まで適切に配置する。時間割は前

期・後期の 2学期制で編成する。 

教育は、講義、演習、学内実習、学外実習（臨地実習）を適切に組み合わせて行う。また、



  

少人数教育・双方向型学習をできるだけ多く取り入れる。 

教育の質の維持・向上のために、2 年次後期までに履修すべき必修科目の単位を全て取得

していることを、3 年次への進級要件とする。また、臨床系必修科目の単位を全て取得して

いることを、臨地実習に参加する要件とする。さらに、4年次に総合科目を開設し、専門的

知識を統合し応用する能力の育成を図る。 

学習成果は授業内容や形態に応じた方法で適切に評価する。臨地実習前に、医療の安全や

患者との接遇能力を含めた知識・技能・態度が備わっていることを確認するために、客観

的臨床能力試験を実施する。 

 

＜医療技術学科＞ 

教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目から構成し、体系的に編成する。 

基礎科目による教養科目により、専門分野の枠を超えて共通に求められている知識・思考

方法等の知的な技法を修得させるとともに、人間としての在り方・生き方に関する洞察力

や現実を正しく理解する力を涵養する。 

専門基礎科目・専門科目による教育により、臨床工学技士に必要な専門的知識と基本的臨

床実践能力を修得させる。専門基礎科目・専門科目は、文部科学省・厚生労働省の指定規

則に準拠して開設する。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門的知識・技術を修得できるように、また、一年

間の単位数が多くなりすぎないように、1 年次から 4 年次まで適切に配置する。時間割は

前期・後期のセメスター制を採用して組む。 

教育は、講義、演習、学内実習、学外実習（臨床実習）を適切に組み合わせて実施する。

また、少人数教育・双方向型学習をできるだけ多く取り入れる。 

教育の質の維持・向上のために次の方針を定める。すなわち、2年次後期までに履修すべき

必修科目の単位を全て取得していることを、2 年次から 3 年次への進級の要件とする。ま

た、原則として当該実習開始までに履修すべき必修科目の単位を全て取得していることを、

臨床実習を履修できる要件とする。さらに、4 年次に統合科目を必修科目として開設し、専

門的知識を統合し応用する能力の育成を図る。 

評価は授業内容・授業形態に対応した評価方法を用いて適正に実施する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページ 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/admission-policy.htm） 

（概要） 

≪医療保健学部≫ 

 

 つくば国際大学医療保健学部は、高い倫理観、幅広い教養、体系的な専門知識と基本的

臨床実践能力を備えた、理学療法士、看護師・保健師、管理栄養士・栄養士、診療放射線

技師、臨床検査技師、臨床工学技士を育成することを目的として教育を行っています。 

 この目的を達成するために、以下に示す資質を持つ人々を受け入れ、社会が求めている

保健・医療分野の専門職を育成します。 

◆理学療法学科 

活力ある社会を目指して理学療法士として、保健・医療・福祉・教育の分野で貢献したい

という強い意志のある人 

人の尊厳を大切にし、医療従事者としての倫理観とコミュニケーション能力を高めること

ができる人 

自主的に学習する意欲があり、発表・報告・レポートを通して、「共に理解する」喜びを

分かち合える人 

基本的な文章読解力、文章表現力を備えた人 

「生物学」の基礎を学び、人の体と疾病の成り立ちに興味と探究心を持つ人が望ましい 

◆看護学科 

看護に関心を持っている人 

自ら学ぶ姿勢があり、夢に向かって進むことができる人 

他者を思いやり、他者との関わりを通して成長したい人 



  

高校時代に国語（文章読解・文章表現・コミュニケーション）を学び、生物を履修してい

る人が望ましい 

◆保健栄養学科 

栄養士・管理栄養士を目指す、強い「熱意」にあふれた人 

専門職としての知識と技術を学ぶための、コミュニケーション能力（聞く、まとめる、書

く、話す）を備えた人 

チーム医療の一員として働く「協調性」を備えた人 

相手の立場になって考えることができる「やさしさ」と「思いやり」を持った人 

高校時代に生物または化学の基礎を学んだ人が望ましい 

◆診療放射線学科 

診療放射線技師を目指す強い意志が備わっている人 

医療従事者としての倫理観と行動力が備わっている人 

コミュニケーション能力が備わっている人 

高校時代に物理・数学の基礎を履修した人が望ましい 

◆臨床検査学科 

臨床検査技師を目指す強い意志が備わっている人 

職業倫理へのポジティブな考えと行動が備わっている人 

専門性を生かした社会貢献への行動力が備わっている人 

コミュニケーション能力が備わっている人 

◆医療技術学科 

臨床工学技士を目指す強い意志が備わっている人 

職業倫理へのポジティブな考えと行動が備わっている人 

専門性を生かした社会貢献への行動力が備わっている人 

コミュニケーション能力が備わっている人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：本学ホームページ https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/index.htm 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

 － 38 人 10 人 20 人 16 人 8 人 92 人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 165 人 165 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

 400 人 259 人 64.7％ 1600 人 1199 人 74.9％ 人 人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 400 人 259 人 64.7％ 1600 人 1199 人 74.9％ 人 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
326 人 

（100％） 

1 人 

（  0.3％） 

295 人 

（  90.5％） 

30 人 

（  9.2％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
326 人 

（100％） 

1 人 

（  0.3％） 

295 人 

（  90.5％） 

30 人 

（  9.2％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

シラバスにおいて、各授業科目の担当者名、履修年次、必修・選択の区別、単位数、授業概要、

準備学習、授業計画（各授業回の授業項目と到達目標・学習内容）、成績評価の方法・基準、

教科書、参考図書、教員からのメッセージを記載し、公表している。 

本学ホームページ https://www.ktt.ac.jp/tiu/syllabus/syllabus.htm 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

医療保健学部履修規程及び試験実施要項に基づき試験を実施し、各科目の成績評価の基準をも

とに成績評価をした上で履修認定をしている。また、それを元に GPA 管理をしている。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

医療保健学部 

理学療法学科 124 単位 有・無 単位 

看護学科 124 単位 有・無 単位 

保健栄養学科 124 単位 有・無 単位 

診療放射線学科 124 単位 有・無 単位 

臨床検査学科 124 単位 有・無 単位 

医療技術学科 124 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ホームページに施設設備等について公表している 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/index.htm 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/campus/campus.htm 

 

  

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/index.htm


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

医療保健

学部 

理学療法 900,000 円 300,000 円 793,370 円 

施設設備費 350,000 円 

図書費 30,000 円 

実験実習費 250,000 円 

厚生費 20,000 円 

実習宿泊費 100,000 円 

後援会費等 43,370 円 

看護 

900,000 円 300,000 円 693,370 円 

施設設備費 350,000 円 

図書費 30,000 円 

実験実習費 250,000 円 

厚生費 20,000 円 

後援会費等 43,370 円 

診療放射線 

臨床検査 

医療技術 

保健栄養 700,000 円 300,000 円 543,370 円 

施設設備費 350,000 円 

図書費 30,000 円 

実験実習費 100,000 円 

厚生費 20,000 円 

後援会費等 43,370 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、有意義な学生生活が過ごせるように、アドバイザー制度・オフィスアワー制度・

カウンセリングルームを設けている。アドバイザー制度は、アドバイザー教員が担当する学

生の修学、進路、課外活動、健康、人間関係の悩みなど学生生活全般にわたって相談を受

け、助言や指導を行っている。オフィスアワー制度では、教員ごとにオフィスアワーの時間

が設けられており、学生が自由に研究室を訪問し、様々な相談をすることができる。また、

カウンセリングルームでは、学生の心の問題や悩みなどについて相談することもできる。ア

ドバイザー・オフィスアワー・カウンセリングルームは、それぞれ相談内容によって連携し

ながら学生支援を行っている。経済的事情等により学納金を期限までに納入できない場合、

所定の手続きを行い認められた場合に限り、学納金を延納（納入期限の延長）・分納（分割

納入）することができる。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生一人ひとりの希望に応じた進路決定のために、就職指導課と教員とが連携し

て万全の就職サポート体制を整えている。就職指導課の職員や外部講師による「就職ガイダ

ンス」を学内で開催。就職活動の流れや心構え、自己分析、履歴書の書き方の説明、面接練

習、マナーセミナー、身だしなみセミナーなど、就職活動に役立つガイダンスを開催してい

る。また、病院、施設、企業などの採用担当の方を招いての「学内就職説明会」を開催。そ

れぞれの病院、施設、企業の方の話を聞いたり質問したりすることができる貴重な機会を設

けている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

主にカウンセリングルームと医務室において、学生の心身の健康について支援活動を行って

いる。カウンセリングルームでは、学生の悩みや心の問題について相談に応じている。カウ

ンセリングルームへの相談は、電話、メール、ホームページ、医務室などから申し込むこと

ができる体制をとっている。 

 



  

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：研究紀要として、冊子として発行しており、国会図書館や他校へ発送してい

る。申出があれば図書館より発送している。 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/hs-study/hs-study.htm 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



 

様式第１号 

  令和７年 ６月 １１日 

 

文部科学大臣 殿 

 

〔設置者の名称〕学校法人霞ケ浦学園      

 

〔代表者の役職〕理事長〔代表者の氏名〕髙塚 千史       

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第３条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 つくば国際大学 
大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 茨城県土浦市真鍋６丁目２０番１号 

学長又は校長の氏名 髙塚 千史 

設置者の名称 学校法人 霞ケ浦学園 

設置者の主たる事務所の所在地 茨城県土浦市真鍋６丁目２０番２号 

設置者の代表者の氏名 髙塚 千史 
申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス http://www.ktt.ac.jp 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請書の提出 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
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☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第３条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 教務課 山本駿平 029-826-6000 kyoumu@tius.ac.jp 

第２号の１ 〃 〃 〃 

第２号の２ 〃 〃 〃 

第２号の３ 〃 〃 〃 

第２号の４ 本部企画課 岡田洋之 029-826-5066 st@ktt.ac.jp 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴ 実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵ -①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑶ -②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 
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（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料

学校コード F108310101483 学校名 つくば国際大学

設置者名

Ⅰ．①直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況

経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B)

申請前年度の決算 4,877,430,302円 4,758,940,732円 118,489,570円

申請２年度前の決算 5,202,493,603円 4,744,161,705円 458,331,898円

申請３年度前の決算 5,247,248,687円 4,462,758,621円 784,490,066円

Ⅰ．②直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況

運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D)

申請前年度の決算 15,820,856,375円 34,361,215円 15,786,495,160円

Ⅱ．申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況

収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率(F)/(E)

今年度（申請年度） 1,600人 1,199人 74%

前年度 1,600人 1,376人 86%

前々年度 1,600人 1,577人 98%

（Ａ）又は（Ｂ）のいずれかを記載

・申請校の直近の進学・就職率の状況（Ａ）学校基本統計を利用する場合

卒業者数(G) 進学者数＋就職者数(H) 進学・就職率(H)/(G)

申請前年度の状況 #DIV/0!

・申請校の直近の進学・就職率の状況（Ｂ）学校基本統計を利用しない場合

進学希望者＋就職希望者(I) 進学者数＋就職者数(J) 進学・就職率(J)/(I)

申請前年度の状況 #DIV/0!

（Ⅰ．②の補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧

○「運用資産」に計上した勘定科目

勘定科目の名称 申請前年度の決算における金額

特定資産 10,506,171,000円

現金預金 4,091,243,375円

（流動）（固定）有価証券 1,223,442,000円

○「外部負債」に計上した勘定科目

勘定科目の名称 申請前年度の決算における金額

未払金 34,361,215円

円

円

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

負債の内容

電気料、雇用保険・労働保険料

学校法人霞ケ浦学園

資産の内容

減価償却特定資産、第2号基本金特定資産他

定期預金、普通預金

国債等

大学・短期大学・高等専門学校で、Ⅱ．申請校の直近３年度の全ての収容定員充足率が８割未満の場合

申請前年度に当該学校を卒業した者について、今年度（申請年度）５月１日時点の状況について
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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 つくば国際大学 
設置者名 学校法人 霞ケ浦学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

専門

基礎

科目 

専門

科目 
合計 

医療保健学部 

理学療法学科 
夜 ・

通信 

 

10 37 47 13  

看護学科 
夜 ・

通信 
2 41 43 13  

保健栄養学科 
夜 ・

通信 
10 13 23 13  

診療放射線学科 
夜 ・

通信 
19 43 62 13  

臨床検査学科 
夜 ・

通信 
9 55 64 13  

医療技術学科 
夜 ・

通信 
8 28 36 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページにて授業科目の一覧表を公開している 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/index.htm 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/syllabus/syllabus.htm 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 つくば国際大学 
設置者名 学校法人 霞ケ浦学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
役員名簿参照 

https://www.ktt.ac.jp/app-form/2025/ktt-director-list2025.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 社福）理事長 
2024.6.5 ～

2026.6.4 
財務担当 

非常勤 弁護士 
2024.6.5 ～

2026.6.4 
総務担当 

（備考） 2 名とも重任している。 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 つくば国際大学 
設置者名 学校法人 霞ケ浦学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

医療保健学部長より各授業の担当科目に授業計画（シラバス）作成を依頼、各担当教

員が作成様式に則り、各授業科目の担当者名、履修年次、必修・選択の区別、単位数、

授業概要、準備学習、授業計画（各授業回の授業項目と到達目標・学習内容）、成績評

価の方法・基準、教科書、参考図書、教員からのメッセージを記載し、各学科のシラ

バス作成担当教員が確認後、前年度の３月に製本する。 

また、授業科目を学科別に大学ホームページに掲載し、当年度に開講する科目のシラ

バスを公開している。 

授業計画書の公表方法 
本学ホームページ 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/syllabus/syllabus.htm 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

医療保健学部履修規程及び試験実施要項に基づき試験を実施し、各科目の

成績評価の基準をもとに成績評価をした上で履修認定をしている。また、

それを元に GPA 管理をしている。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

成績評価をもとに GPA を用いて総合的な履修・学修状況を把握している。GPA は、年

度ごとに、成績評価が確定した時点で計算し、算出方法は「履修登録した科目の『GP 

※×単位数』の合計」を「履修登録した科目の総単位数」で除して算出する。 

GPA の算出方法等については学生便覧と大学ホームページに試験および学業成績の項

目に成績の評価と基準、GPA 制度について掲載している。 

 

※「GP」は成績評価に基づく点数で、「S」評価は 4、「A」評価は 3、「B」評価は 2、「C」

評価は 1、「D」評価は 0とする。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生便覧と本学ホームページに成績評価と基準、ＧＰＡ制度に

ついて掲載している。 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/gpa.htm 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業に係る単位の修得については、学生便覧に卒業の要件や医療保健学部履修規程を

掲載している。 

また本学ホームページの学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっての基準の

項目に、卒業に必要な単位数や履修規程を掲載している。 

さらに、ディプロマポリシーを定めて、学生便覧に掲載し、本学ホームページでも公

開している。 

卒業の認定については、教授会において卒業判定を実施し卒業の認定を行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
本学ホームページ 

httts://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/index.htm 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 つくば国際大学 
設置者名 学校法人 霞ケ浦学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.ktt.ac.jp/report/kasumigauragakuen-

r6-report.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
https://www.ktt.ac.jp/report/kasumigauragakuen-

r6-report.pdf 

財産目録 
https://www.ktt.ac.jp/report/kasumigauragakuen-

r6-report.pdf 

事業報告書 
https://www.ktt.ac.jp/report/kasumigauragakuen-

r6-report.pdf 

監事による監査報告（書） 
https://www.ktt.ac.jp/report/kasumigauragakuen-

r6-report.pdf 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本学ホームページのトップページにリンクを貼っており、結果を閲覧する

ことができる。 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 
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（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的（公表方法：                       ） 

（概要） 

≪医療保健学部の目的≫ 

 高い倫理観・幅広い教養・体系的な専門知識・基本的臨床実践能力を備えた，質の高い

保健・医療専門職を育成するとともに，研究を通して保健・医療分野の学術の発展に寄与

する。 

◆理学療法学科の目的 

 人間性豊かで，高度な専門知識と技術を備えた，リハビリテーション分野の医療を担え

る理学療法士を育成する。また，研究を通して理学療法学分野の学術の発展に寄与する。 

◆看護学科の目的 

 豊かな人間性と基本的臨床実践能力，高度な専門知識・技術を備えた，地域社会に貢献

できる看護師・保健師を育成する。また，研究を通して看護学・保健学分野の学術の発展

に寄与する。 

◆保健栄養学科の目的 

 個別的・実践的な栄養管理・栄養教育を行う専門知識と技術を持ち，地域社会において

きめ細かな援助を創出できる栄養士・管理栄養士を育成する。また，研究を通して栄養学・

保健学分野の学術の発展に寄与する。 

◆診療放射線学科の目的 

 高度な専門知識・技術・臨床実践能力に加え、豊かな人間性、コミュニケーション能力、

生涯にわたる自己研鑽力を備えた、診療放射線技師を育成する。また、研究を通して放射

線学分野の学術の発展に寄与する。 

◆臨床検査学科の目的 

 体系化された高度な専門的知識と臨床実践能力を備え、かつ、高い倫理観と人の心の温

かさがわかる人間性豊かな臨床検査技師を育成する。 

◆医療技術学科の目的 

 高い倫理観をもち、患者主体の医療技術とコミュニケーション能力をチーム医療の中で

発揮すると共に、新たな治療技術に対応できる能力と創造性開発能力を備えた臨床工学技

士を育成する。また、研究を通して臨床工学分野の学術の発展に寄与する。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/diploma-policy） 

（概要） 

≪医療保健学部≫ 

医療保健学部は、高い倫理観、幅広い教養、体系的な専門知識、基本的実践能力、及び職

能としてのコミュニケーション能力を備えた、社会に貢献できる保健・医療の専門職を育

成することを教育の目的とする。卒業認定は、上記の学部の教育目的及び下記の各学科の

教育目的に基づく教授会の議を経て、学長が行う。卒業の要件は、学科ごとに定められて

いる所定の単位を修得していることである。各学科の教育目的と卒業に当たって授与され

る学位の名称は以下のとおりである。学位に付記する専門分野の名称は、国際的通用性に

配慮して定められている。 

＜理学療法学科＞ 

1.多様な文化的背景や価値観を理解し、他者に共感できる豊かな感受性を持ち、チーム医

療の中で主体的な役割を担うことができる。 

2.高い使命感と倫理観を身につけ、状況に応じた人間関係を築くためのコミュニケーショ

ン能力を発揮することができる。 

3.さまざまな学問に興味を持ち、幅広い教養を身につけ、医療人として社会に貢献するこ
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とができる。 

4.新たな課題に対して、既存技術を応用する創造性と柔軟性を身につけ、進歩する技術を

受け入れ発展させることができる。 

5.自ら解決すべき課題を見つけ、それに取り組むことができ、理学療法士として活躍する

ことができる。 

学位：Bachelor of Science in Physical Therapy（理学療法学） 

 

＜看護学科＞ 

1.人への深い関心を持ち、その尊厳と権利の擁護に向け、倫理観に基づき、看護職者とし

て責任ある行動をとることができる。 

2.多様な文化的背景や価値観を理解し、看護の対象者に共感できる感性をもち、状況に相

応した人間関係を築くためのコミュニケーションを図ることができる。 

3.看護専門職として必要な知識•技術を修得し、科学的根拠に基づき、安全で質の高い看護

を主体的に実践できる。 

4.保健・医療・福祉の分野における看護専門職の役割と機能を認識し、チームの一員とし

て多職種と連携・協働できる。 

5.人々の暮らしを取り巻く環境や社会の動向に関して情報を組織化し、地域社会、国際社

会から求められる役割や責任を見出し、社会に貢献できる。 

6.常に問題意識を持ち、課題解決能力の向上に努め、生涯にわたって研鑽し続ける姿勢を

持つことができる。 

学位：Bachelor of Science in Nursing（看護学） 

 

＜保健栄養学科＞ 

1.様々な国の食文化を理解し、「食」に関する基礎的な知識と技術を習得することで、社

会におけるこれらを国際的・学際的な視点から実践・応用する能力を身に付けることがで

きる。 

2.栄養士、管理栄養士として専門的知識を基盤に、高度化する社会において「食と栄養」

という側面からチームの一員として、様々な健康問題に取り組み、医学・栄養学の発展に

貢献するための能力を身に付けることができる。 

3.豊かな教養と人間性、高い倫理観とコミュニケーション能力を持ち、他の医療系専門職

と連携し、国内外において「食と栄養」のプロフェッショナルとして人々の健康増進を先

導するための能力を身に付けることができる。 

学位：Bachelor of Science in Nutrition（栄養学） 

 

＜診療放射線学科＞ 

1.人体に関する正確な医学知識と理工学などの専門知識や技術、応用能力を身につけ、診

療放射線技師として活躍することができる。 

2.豊かな人間性、適切なコミュニケーション力を有し、医療現場において他の医療職種と

協調しながら業務を行い、チーム医療に貢献できる。 

3.情報画像技術を用いて最新の診療画像情報を国際的基準で分析し、効果的かつ正しく活

用することができる。 

4.自ら問題・課題を見つけ、医学、理工学、社会科学などの学際的な視点から物事を思考

し、問題を解決することができる。 

5.放射線を取扱う者として医療被ばくに関与する社会的責任を自覚し、医療人としての正

しい価値観や倫理観を身につけ、社会に貢献することができる。 

6.診療放射線技術の専門職として将来のキャリアプランを構築し、生涯にわたり学び続け

ることができる。 

学位：Bachelor of Science in Radiological Technology（診療放射線学） 

 

＜臨床検査学科＞ 

1.基礎知識・専門知識および社会人としての教養を身につけ、医療専門職として活躍する
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ことができる。 

2.高い使命感と倫理観を身につけ、医療人として社会に貢献することができる。 

3.実践能力を身につけ、専門分野の基本的技術を提供することができる。 

4.知識と技術を統合して問題を解決することができる。 

5.コミュニケーション能力を身につけ、チーム医療を実践することができる。 

6.既存技術を応用する創造性と柔軟性を身につけ、進歩する技術を受け入れ発展させるこ

とができる。 

学位：Bachelor of Science in Medical Technology（臨床検査学） 

 

＜医療技術学科＞ 

1.社会生活に必要な幅広い教養とコミュニケーション能力を身に付け、患者中心のチーム

医療の中で高い倫理観をもって責任ある行動をとることができる。 

2.臨床工学技士に必要な基礎医学と臨床医学に関する基礎的知識を実践的な医療の環境下

で活用することができる。 

3.生命維持管理装置を中心とした各種医療機器の安全性と信頼性を確保しながら、その専

門的知識を活用し、機器操作に関する実践的運用能力を発揮することができる。 

4.将来の専門技術者に必要な客観的データに基づく定量的な議論ができ、かつ主体的な問

題解決能力が備わっていると共に創造性開発ができる。 

学位：Bachelor of Science in Medical Care Technology（医療技術学） 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/curriculum-policy） 

（概要） 

≪医療保健学部≫ 

 

 医療保健学部及び各学科の教育目的を達成するために、学科ごとに体系化された教育課

程を編成する。この教育課程による教育を、以下に記述しているように、適切な教育方法

を用いて実施するとともに、学生の成績評価を適正に実施する。 

教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目から構成し、体系的に編成する。 

基礎科目による教養科目により、専門分野の枠を超えて共通に求められている知識・思考

方法等の知的な技法を修得させるとともに、人間としての在り方・生き方に関する洞察力

や現実を正しく理解する力を涵養する。 

各学科の専門基礎科目・専門科目による教育により、理学療法士、看護師・保健師、管理

栄養士・栄養士、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士に必要な専門的知識と基

本的臨床実践能力を修得させる。専門基礎科目・専門科目は、文部科学省・厚生労働省の

指定規則に準拠して開設する。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門的知識・技術を修得できるように、また、一年

間の単位数が多くなりすぎないように、1 年次から 4 年次まで適切に配置する。時間割は

前期・後期のセメスター制を採用して組む。 

教育は、講義、演習、学内実習、学外実習（臨床実習・臨地実習）を適切に組み合わせて

行う。また、少人数教育・双方向型学習をできるだけ多く取り入れる。 

教育の質の維持・向上のために次の方針を定める。すなわち、2年次後期までに履修すべき

必修科目の単位を全て取得していることを、2 年次から 3 年次への進級の要件とする。ま

た、原則として当該実習開始までに履修すべき必修科目の単位を全て取得していることを、

臨地実習・臨床実習を履修できる要件とする。さらに、4年次に統合科目を必修科目として

開設し、専門的知識を統合し応用する能力の育成を図る。 

評価は授業内容・授業形態に対応した評価方法を用いて適正に行う。理学療法学科では臨

床技能の評価に、客観的臨床能力試験 (OSCE, Objective Structured Clinical 

Examination)を導入する。 

単位制度の実質化、教育方法、成績評価、シラバスについては今後一層の改善を図る。 

 

＜理学療法学科＞ 
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教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目から構成し、体系的に編成する。 

基礎科目による教養科目により、専門分野の枠を超えて共通に求められている知識・思考

方法等の知的な技法を修得させるとともに、人間としての在り方・生き方に関する洞察力

や現実を正しく理解する力を涵養する。 

専門基礎科目・専門科目による教育により、理学療法士に必要な専門的知識と基本的臨床

実践能力を修得させる。専門基礎科目・専門科目は、文部科学省・厚生労働省の指定規則

に準拠して開設する。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門的知識・技術を修得できるように、1年次は医療

人としての教養と医学の基礎、2年次は疾病と障害の理解、3 年次は理学療法介入、4年次

は、学内教育で修得した知識・技術を臨床現場で統合し、職業人への移行教育を主目標に

配置する。また、1 年間の履修単位数が多くなりすぎないように、履修科目を 1年次から 4

年次まで適切に配置する。 

教育は、講義、演習、学内実習、学外実習（臨床実習）を適切に組み合わせて実施する。

また、少人数教育・双方向型学習をできるだけ多く取り入れることや、オンライン授業を

効果的に組み合わせて実施する。 

教育の質の維持・向上のために次の方針を定める。すなわち、2年次後期までに履修すべき

必修科目の単位を全て取得していることを、3 年次への進級の要件とする。また、原則とし

て当該実習開始までに必修科目の単位を全て取得していることを、臨床実習・臨地実習を

履修できる要件とする。さらに、4年次に総合科目を必修科目として開設し、専門的知識を

統合し応用する能力の育成を図る。 

評価は授業内容・授業形態に対応した評価方法を用いて適正に行う。また、臨床技能の評

価に、客観的臨床能力試験を導入する。 

 

＜看護学科＞ 

人間に対する深い関心と理解を深め、学生のキャリア形成を支援し、現代を生き抜く知見

を身につけ、生涯学習の基盤となる幅広い教養と科学的思考力を育成するために基礎科目

を編成する 

看護学の観点から、人体を系統立てて理解し、根拠に基づく看護実践を可能にする基盤を

形成するために必要な、人体の構造と機能、病態・治療、保健医療福祉制度と生活につい

て修得するために専門基礎分野を編成する。 

看護の専門性を探求し発展させるため、看護実践に関わる基礎的能力、専門職業人として

のコミュニケーション能力、多職種連携能力、情報の組織化、自己研鑽能力を培い、必要

な看護学の基盤、領域別看護実践、地域における看護実践をとおして、自律して活動する

専門職業人としての学びを統合する専門科目を編成する。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門的知識・技術を修得できるように、1年次は看護

の概念、健康障害、健康段階について理解し、2年次は、対象者に全人的にアセスメントす

る能力、社会に貢献する態度を身につけ、3 年次は、看護を提供する多様な場において、対

象者の特性を理解した看護実践および臨床判断能力を身につけ、4 年次は、看護専門職と

しての自己のあり方を省察し、多職種と連携協働できる能力を涵養する。 

地域で暮らす人々への健康を支える看護を実践する能力を養うため看護学実習を重視し、

看護実践への関心を早期から高め、多様な施設や場における学習を展開し、多職種連携能

力、臨床判断能力、ICT 活用能力を強化する。 

教育は、講義、演習、臨地実習を適切に組み合わせて、学生の能動的な参加を取り入れた

アクティブ・ラーニングを中核に据えて、学生の理解度に合わせた双方向授業を取り入れ、

効果的な学修になるよう準備教育やリフレクションにより、学生の主体的、創造的な学習

を促進する。 

学習成果の評価は、シラバスに明示された学修目標とコンピテンスに基づく小テスト、定

期テスト、レポート、実習評価等を含め、総合的に評価する。学生の学習状況や授業評価

を活用して教育方法の改善につなげていく。 

 

＜保健栄養学科＞ 
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教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目から構成し、体系的に編成する。 

基礎科目による教養科目により、専門分野の枠を超えて共通に求められている知識・思考

方法等の知的な技法を修得させるとともに、人間としての在り方・生き方に関する洞察力

や現実を正しく理解する力を涵養する。る。 

本学科の専門基礎科目・専門科目による教育により、管理栄養士・栄養士に必要な専門的

知識と基本的臨床実践能力を修得させる。専門基礎科目・専門科目は、文部科学省・厚生

労働省の指定規則に準拠して開設する。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門的知識・技術を修得できるように、また、一年

間の単位数が多くなりすぎないように、1 年次から 4 年次まで適切に配置する。時間割は

前期・後期のセメスター制を採用して編成する。 

教育は、講義、演習、学内実習、学外実習（臨床実習・臨地実習）を適切に組み合わせて

実施する。また、少人数教育・双方向型学習をできるだけ多く取り入れる。 

4 年次に統合科目を必修科目として開設し、専門的知識を統合し応用する能力の育成を図

る。 

評価は授業内容・授業形態に対応した評価方法を用いて適正に実施する。 

 

＜診療放射線学科＞ 

教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目にて構成される体系的なカリキュラムを

編成する。 

基礎科目では、医療人としての豊かな人間性の育成、科学的思考の基礎の形成のため、一

般教養科目、理数系科目、情報処理、生命倫理などを学修する。 

専門基礎科目では、医学的知識、理工学的思考・技術を修得するため、人体の構造と機能

および疾病の成り立ち、理工学的基礎、放射線科学・技術の科目を学修する。 

専門科目では、1 年次から早期導入のため医療保健学セミナー、診療画像技術序論を学修

する。2 年次以降、診療放射線技師としての専門知識・技能の修得のため診療画像技術学、

核医学検査技術学、放射線治療技術学、医療画像情報技術学などを学修する。また、放射

線を取扱う者として社会的責任の自覚を養うために放射線安全管理学、医療安全管理学を

学修する。 

学外の病院での臨床実習を配置し、チーム医療の実践を通してコミュニケーション力、高

い倫理観、問題解決能力を育成する。さらに、総合演習、診療放射線学セミナー、卒業研

究を配置し、新しい知識や技術を習得する研究心を育成するとともに、医療の進歩に対応

して生涯にわたり自己の成長を追求できる診療放射線技師を目指す。 

教育の工夫として、初年次にはポートフォリオを活用し、学修の目標設定や個別面談を通

して自主学修ができる力を育成する。講義・演習については各学年 2 クラス編成、実習で

は小グループに分け、双方向授業を取り入れた少人数教育を実践する。 

学修成果の評価としては、シラバスに評価方法を明確に提示し、専門的な知識・技術に対

する到達目標の達成度に基づいて厳格に実施する。臨床実習の学修成果は、学内での臨床

実習審査（客観的臨床能力試験）、実習先の指導者の評価や課題に対する成果物から、将

来の診療放射線技師としての適格性を総合的に評価する。 

 

＜臨床検査学科＞ 

教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目から構成し、体系的に編成する。 

基礎科目の教育では、専門分野の枠を超えて共通に求められている知識・思考方法等の知

的な技法を修得させるとともに、人間としての在り方・生き方に関する洞察力や現実を正

しく理解する力を涵養する。 

専門基礎科目・専門科目の教育は、文部科学省、厚生労働省の指定規則に準拠して解説し、

臨床検査技師に必要な専門的知識と実践能力および倫理観を修得させる。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門知識・技術を修得できるように、また、一年間

の単位数が多くなりすぎないように、1 年次から 4 年次まで適切に配置する。時間割は前

期・後期の 2学期制で編成する。 

教育は、講義、演習、学内実習、学外実習（臨地実習）を適切に組み合わせて行う。また、
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少人数教育・双方向型学習をできるだけ多く取り入れる。 

教育の質の維持・向上のために、2 年次後期までに履修すべき必修科目の単位を全て取得

していることを、3 年次への進級要件とする。また、臨床系必修科目の単位を全て取得して

いることを、臨地実習に参加する要件とする。さらに、4年次に総合科目を開設し、専門的

知識を統合し応用する能力の育成を図る。 

学習成果は授業内容や形態に応じた方法で適切に評価する。臨地実習前に、医療の安全や

患者との接遇能力を含めた知識・技能・態度が備わっていることを確認するために、客観

的臨床能力試験を実施する。 

 

＜医療技術学科＞ 

教育課程は、基礎科目、専門基礎科目、専門科目から構成し、体系的に編成する。 

基礎科目による教養科目により、専門分野の枠を超えて共通に求められている知識・思考

方法等の知的な技法を修得させるとともに、人間としての在り方・生き方に関する洞察力

や現実を正しく理解する力を涵養する。 

専門基礎科目・専門科目による教育により、臨床工学技士に必要な専門的知識と基本的臨

床実践能力を修得させる。専門基礎科目・専門科目は、文部科学省・厚生労働省の指定規

則に準拠して開設する。 

必修科目は、学生が段階的・体系的に専門的知識・技術を修得できるように、また、一年

間の単位数が多くなりすぎないように、1 年次から 4 年次まで適切に配置する。時間割は

前期・後期のセメスター制を採用して組む。 

教育は、講義、演習、学内実習、学外実習（臨床実習）を適切に組み合わせて実施する。

また、少人数教育・双方向型学習をできるだけ多く取り入れる。 

教育の質の維持・向上のために次の方針を定める。すなわち、2年次後期までに履修すべき

必修科目の単位を全て取得していることを、2 年次から 3 年次への進級の要件とする。ま

た、原則として当該実習開始までに履修すべき必修科目の単位を全て取得していることを、

臨床実習を履修できる要件とする。さらに、4 年次に統合科目を必修科目として開設し、専

門的知識を統合し応用する能力の育成を図る。 

評価は授業内容・授業形態に対応した評価方法を用いて適正に実施する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページ 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/admission-policy.htm） 

（概要） 

≪医療保健学部≫ 

 

 つくば国際大学医療保健学部は、高い倫理観、幅広い教養、体系的な専門知識と基本的

臨床実践能力を備えた、理学療法士、看護師・保健師、管理栄養士・栄養士、診療放射線

技師、臨床検査技師、臨床工学技士を育成することを目的として教育を行っています。 

 この目的を達成するために、以下に示す資質を持つ人々を受け入れ、社会が求めている

保健・医療分野の専門職を育成します。 

◆理学療法学科 

活力ある社会を目指して理学療法士として、保健・医療・福祉・教育の分野で貢献したい

という強い意志のある人 

人の尊厳を大切にし、医療従事者としての倫理観とコミュニケーション能力を高めること

ができる人 

自主的に学習する意欲があり、発表・報告・レポートを通して、「共に理解する」喜びを

分かち合える人 

基本的な文章読解力、文章表現力を備えた人 

「生物学」の基礎を学び、人の体と疾病の成り立ちに興味と探究心を持つ人が望ましい 

◆看護学科 

看護に関心を持っている人 

自ら学ぶ姿勢があり、夢に向かって進むことができる人 

他者を思いやり、他者との関わりを通して成長したい人 
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高校時代に国語（文章読解・文章表現・コミュニケーション）を学び、生物を履修してい

る人が望ましい 

◆保健栄養学科 

栄養士・管理栄養士を目指す、強い「熱意」にあふれた人 

専門職としての知識と技術を学ぶための、コミュニケーション能力（聞く、まとめる、書

く、話す）を備えた人 

チーム医療の一員として働く「協調性」を備えた人 

相手の立場になって考えることができる「やさしさ」と「思いやり」を持った人 

高校時代に生物または化学の基礎を学んだ人が望ましい 

◆診療放射線学科 

診療放射線技師を目指す強い意志が備わっている人 

医療従事者としての倫理観と行動力が備わっている人 

コミュニケーション能力が備わっている人 

高校時代に物理・数学の基礎を履修した人が望ましい 

◆臨床検査学科 

臨床検査技師を目指す強い意志が備わっている人 

職業倫理へのポジティブな考えと行動が備わっている人 

専門性を生かした社会貢献への行動力が備わっている人 

コミュニケーション能力が備わっている人 

◆医療技術学科 

臨床工学技士を目指す強い意志が備わっている人 

職業倫理へのポジティブな考えと行動が備わっている人 

専門性を生かした社会貢献への行動力が備わっている人 

コミュニケーション能力が備わっている人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：本学ホームページ https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/index.htm 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

 － 38 人 10 人 20 人 16 人 8 人 92 人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 165 人 165 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

 400 人 259 人 64.7％ 1600 人 1199 人 74.9％ 人 人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 400 人 259 人 64.7％ 1600 人 1199 人 74.9％ 人 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
326 人 

（100％） 

1 人 

（  0.3％） 

295 人 

（  90.5％） 

30 人 

（  9.2％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
326 人 

（100％） 

1 人 

（  0.3％） 

295 人 

（  90.5％） 

30 人 

（  9.2％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 
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c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

シラバスにおいて、各授業科目の担当者名、履修年次、必修・選択の区別、単位数、授業概要、

準備学習、授業計画（各授業回の授業項目と到達目標・学習内容）、成績評価の方法・基準、

教科書、参考図書、教員からのメッセージを記載し、公表している。 

本学ホームページ https://www.ktt.ac.jp/tiu/syllabus/syllabus.htm 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

医療保健学部履修規程及び試験実施要項に基づき試験を実施し、各科目の成績評価の基準をも

とに成績評価をした上で履修認定をしている。また、それを元に GPA 管理をしている。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

医療保健学部 

理学療法学科 124 単位 有・無 単位 

看護学科 124 単位 有・無 単位 

保健栄養学科 124 単位 有・無 単位 

診療放射線学科 124 単位 有・無 単位 

臨床検査学科 124 単位 有・無 単位 

医療技術学科 124 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ホームページに施設設備等について公表している 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/disclosure/index.htm 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/campus/campus.htm 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

医療保健

学部 

理学療法 900,000 円 300,000 円 793,370 円 

施設設備費 350,000 円 

図書費 30,000 円 

実験実習費 250,000 円 

厚生費 20,000 円 

実習宿泊費 100,000 円 

後援会費等 43,370 円 

看護 

900,000 円 300,000 円 693,370 円 

施設設備費 350,000 円 

図書費 30,000 円 

実験実習費 250,000 円 

厚生費 20,000 円 

後援会費等 43,370 円 

診療放射線 

臨床検査 

医療技術 

保健栄養 700,000 円 300,000 円 543,370 円 

施設設備費 350,000 円 

図書費 30,000 円 

実験実習費 100,000 円 

厚生費 20,000 円 

後援会費等 43,370 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、有意義な学生生活が過ごせるように、アドバイザー制度・オフィスアワー制度・

カウンセリングルームを設けている。アドバイザー制度は、アドバイザー教員が担当する学

生の修学、進路、課外活動、健康、人間関係の悩みなど学生生活全般にわたって相談を受

け、助言や指導を行っている。オフィスアワー制度では、教員ごとにオフィスアワーの時間

が設けられており、学生が自由に研究室を訪問し、様々な相談をすることができる。また、

カウンセリングルームでは、学生の心の問題や悩みなどについて相談することもできる。ア

ドバイザー・オフィスアワー・カウンセリングルームは、それぞれ相談内容によって連携し

ながら学生支援を行っている。経済的事情等により学納金を期限までに納入できない場合、

所定の手続きを行い認められた場合に限り、学納金を延納（納入期限の延長）・分納（分割

納入）することができる。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生一人ひとりの希望に応じた進路決定のために、就職指導課と教員とが連携し

て万全の就職サポート体制を整えている。就職指導課の職員や外部講師による「就職ガイダ

ンス」を学内で開催。就職活動の流れや心構え、自己分析、履歴書の書き方の説明、面接練

習、マナーセミナー、身だしなみセミナーなど、就職活動に役立つガイダンスを開催してい

る。また、病院、施設、企業などの採用担当の方を招いての「学内就職説明会」を開催。そ

れぞれの病院、施設、企業の方の話を聞いたり質問したりすることができる貴重な機会を設

けている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

主にカウンセリングルームと医務室において、学生の心身の健康について支援活動を行って

いる。カウンセリングルームでは、学生の悩みや心の問題について相談に応じている。カウ

ンセリングルームへの相談は、電話、メール、ホームページ、医務室などから申し込むこと

ができる体制をとっている。 
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⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：研究紀要として、冊子として発行しており、国会図書館や他校へ発送してい

る。申出があれば図書館より発送している。 

https://www.ktt.ac.jp/tiu/hs-study/hs-study.htm 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

132人（－）人

後半期

121人（－）人

75人

－人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

つくば国際大学

学校法人霞ヶ浦学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
124人（－）人

73人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F108310101483

（備考）

28人 27人

内
訳

第Ⅲ区分 21人 16人

（うち多子世帯） （ 人） （ 人）

（うち多子世帯） （ 人） （ 人）

第Ⅱ区分

－人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （ 人） （ 人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（0）人

132人（－）人

20



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

0人 人 人

－人 人 人

人 人

－人 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

－人 人 人

0人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ －人 人 人

計 22人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 22人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数
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